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「医薬品販売制度実態把握調査」の結果を公表します 

 

厚生労働省では、薬局・店舗販売業の許可を得た店舗が医薬品の販売に際し、店舗

やインターネットで消費者に適切に説明を行っているかどうか等について調査を行

っています。令和６年度の調査は、前年度に引き続き一般用医薬品のインターネット

での販売状況や要指導医薬品の店舗での販売状況を含めた調査を実施しました。 

今回の調査について、店舗での販売においては、例年遵守率の低い「濫用等のおそ

れのある医薬品を複数購入しようとしたときの対応が適切であった」等の項目で改善

が見られました。しかし、依然として、「文書による情報提供の有無」、「情報提供され

た内容を理解したかどうか等の確認」をはじめとして、販売ルールを遵守していない

薬局・店舗販売業が存在するため、更なる遵守率の向上に向けて販売ルールの徹底が

必要です。 

また、インターネットでの販売においては、例年遵守率の低い「第２類医薬品等に

関する相談に対応した者の資格が薬剤師または登録販売者であった」の項目で、昨年

に引き続き遵守率が低い結果となっています。近年改善傾向にあった「濫用等のおそ

れのある医薬品を複数購入しようとしたときの対応が適切であった」の項目の遵守率

は横ばいですが、店舗での販売における当該項目の遵守率が改善した結果、これに比

べ遵守率が低くなっていることから、店舗での販売と同様に販売ルールの徹底が必要

です。 

引き続き各自治体等と連携し、事業者に対する実態確認、改善指導を徹底するとと

もに、関係団体に制度の遵守徹底を依頼し、販売制度の更なる定着に取り組みます。 

 

※ 販売ルールに関する情報は以下のサイトに掲載しています。  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000082514.html 
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【主な調査結果】 

◎ 店舗での販売に関する調査 

全体的な遵守率は横ばいであったが、第一類医薬品における「文書による情報

提供の有無」、「情報提供された内容を理解したかどうか等の確認」等の項目で遵

守率が低い結果となっている。一方で、「濫用等のおそれのある医薬品を複数購入

しようとしたときの対応が適切であった」の項目は、改善傾向にある。（R5年度：

80.9%⇒R6年度：88.4%） 

○ 第一類医薬品における「文書による情報提供があった」：84.5% 

○ 第一類医薬品における「情報提供された内容を理解したかどうか等の確認

があった」：64.8% 

○ 「濫用等のおそれのある医薬品を複数購入しようとしたときの対応が適切

であった」：88.4% 

◎ インターネットでの販売に関する調査 

多くの項目の遵守率は９割を超えているものの、「第２類医薬品等に関する相談

に対応した者の資格が薬剤師または登録販売者であった」の項目で、遵守率が低

い結果となっている。また、「濫用等のおそれのある医薬品を複数購入しようとし

たときの対応が適切であった」の項目の遵守率は横ばいであるが、店舗での販売

における当該項目の遵守率が改善した結果、これに比べ遵守率が低くなってい

る。 

 第一類医薬品 第二類医薬品等 

店舗 インター 
ネット 

店舗 インター 
ネット 

「文書による情報提供
があった」*1 

84.5% ― ― ― 

「情報提供された内容
を理解したかどうか等の
確認があった」*2 

64.8% 100.0% ― ― 

「濫用等のおそれのあ
る医薬品を複数購入しよ
うとしたときの対応が適
切であった」*3 

― ― 88.4% 81.0% 

「相談に対応した者の
資格が薬剤師であった」
※1*4 

97.0% 94.3% ― ― 

「相談に対応した者の
資格が薬剤師または登録
販売者であった」※1*4 

  95.3% 68.2％ 

※1 薬剤師、登録販売者かどうか不明な場合は含まない 

 

（医薬品医療機器等法上の根拠規定）  

*1 法第 36条の 10第１項 

*2 施行規則第 146条 第 3項 



 

 

*3 施行規則第 15条の２、第 147条の３ 

*4 法第 36条の 10第 5項 

◎ 専門家への相談を実施せずに購入する際の店舗の対応状況 

一般用医薬品（第一類医薬品を除く。）を購入する前に調査員が専門家へ相談を

実施せずに購入する際の店舗の対応状況は以下のとおりであった。「薬剤師・登録

販売者がレジ対応をした」の割合が高くなるとともに（R5年度：59.1%⇒R6年

度：80.5%）、「質問等されずに医薬品を購入できた」の割合が低くなっており（R5

年度：22.5%⇒R6年度：5.7%）、改善傾向にある。 

なお、２～７については、薬剤師・登録販売者以外がレジ対応した場合の対応

状況となっている。 

 

対応状況 薬局(110件) 
店舗販売業

（239件） 
計（349件） 

1 薬剤師・登録販売者がレジ対応をした 91(82.7) 190(79.5） 281(80.5） 

2 

会計等は薬剤師・登録販売者以外が対

応したが、情報提供や相談は薬剤師・

登録販売者が行った 

14(12.7) 28(11.7) 42(12.0) 

3 
医薬品購入前に薬剤師・登録販売者か

ら声をかけられた 
0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 

4 
レジで薬剤師または登録販売者に相談

してから会計をするよう言われた 
0(0.0) 2(0.8) 2(0.6) 

5 

薬剤師・登録販売者の説明が必要か聞

かれ「必要ない」と答えるとそのまま

売ってくれた 

1(0.9) 0(0.0) 1(0.3) 

6 質問等されずに医薬品を購入できた 4(3.6) 16(6.7) 20(5.7) 

7 その他 0(0.0) 3(1.3) 3(0.9) 

件数（割合（%）） 

 

 

その他、詳細については別添の概要を御参照ください。 


